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“あがり"に 関する研究
―スキー ・バ ッジテス トにおける態度及び状態不安について 一

坂入保世  橋口泰武  松村悦博

日本大学

A Study of Sttte Fright

―On tte attitudes and■es襲 ぃ of mental uneasiness h the badge test of skiing―

Hose SAKAIRI,Yasutake HASHIGUCHI and Y∝ hihiro MARUMURA

Nihm University

Abstrad

We presurle the factors that will provoke Stte Fright depend on the attitudes of One's indivisual

l市ing en宙romnents and one's values.

Ls repoJs analyzed the relevances between the attitudes and fun(■ ions of Stage F五ght(signs Of One's

stages of mental llneasiness,heart rates)宙 th the view tO search for the men who have what kinds of

∞ndition,atitudes,or attributes are casy to have a stage ttighto And also we analyzed about the

attitudes and the stages of mental llneasiness by覇激 mg chOice of the strain in the badge test Of skiing

in this time.

As the result of these researcL we'Ⅱ fom ollr condusion like these;Fttst,there is a low stage of

mental urleasiness,second,there remain unchanged between the time when they had breakfast and just

before the test宙th the chance of the states of inental uneasiness, and the last, if the uneasiness of

expemtiOns are strong,the states of mental uneasiness showed a marked trend to hight in cOmecuon

with the attitudes and the states of lnental uneasiness.

はじめに

“あがり"は 一般的には 「不安が緊張を生 じさ

せ,そ の緊張が過度になると行動に不適応現象が

生 じる」との見解に至っている。そして緊張を生

しさせるシステムについては,幾 多の見解
1)2)3)

4)が
示されているが,著 者等はそれらを内的,外

的条件による心的葛藤であるとの見解
5)を

示した。

また不安をつのらせる要因については,多 くの研

究が報告されている。例えば経験年数
6)7)8)9),

自信の度合い
1°),技

術レベル
11)・2)13),性

格
14)

15),価
値観

16),感
性・7)などの要因分析がされ

てきた。しかし尺度や対象者の違いからか必ずし

も統一 した結論に至ってはいない。

著者等は, “あが り"を 引き起こす要因は個々

の生活環境や価値観等から生ずる態度にあると推

測 している。そこでどの様な状態,態 度,属 性を

備えた人があがり易いのかを探求することを目的

にし,態度等とあがり指標 (あが り徴候,状 態不

安,心 拍数)と の関連を分析 してきた。

前回は日米高校野球選手を対象に調査 し,日 米

選手の試合に取 り組む態度や試合前の不安などに

ついて報告
18)19)し

てきた。例えば試合に対する

態度と状況不安との関係では,「 試合に臨むにあ

たり自信のない者」 「試合の結果に対する気がか

りがある者」 「日常生活での行動に自信をもって

いない者」が状態不安をつのらせる一つの要因と

みられた。また試合に対する態度とあが り徴候と

の関係では 「試合の結果に対する気がかりがある

者」にあが り徴候が顕著に現れた。このことは

「結果への不安」をつのらせる者が"あ がり"を

もたらす大きな要因とも考えられた。

今回はスキーのバッジテス トを緊張場面に設定
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し,態度等の質問を追加 し状態不安との分析を試

みた。

方法

(1)調 査対象者及び調査時期

調査対象者は1992年21名,1993年 33名,1994年

32名 (いずれも各年の3月6日,全 て女性)を 対象

にした。総計86名で平均年齢は19。9才である。

(2)調査方法及び分析

調査は質問紙法を採用 し,質 問紙はスキー 。バ

ッジテス トに対する態度等に関する質問,不 安テ

ス ト (状態不安尺度 ),徴 候テス トの3種類であ

る。態度等に関する質問紙は,表 1に 示 したよう

にスキー ・バツジテス トに取組む姿勢および,プ

レッシャーや食欲の程度等を考慮 したもの21項

目 (質問項目によって尺度が異なる)で ある。不

安テス トは橋本等
20)が

翻訳 したCSAI-2の日本語

版 (スキー検定用に一部修正)を 用いた (27項目

4段階尺度 1,全 くそうでない 2,少 しはそうで

ある 3,かなりそうである 4,ま ったくそうであ

る)。 以後CSAI-2については不安テス トと記述。

徴候テス トは,著 者等
2■)が1987年に作成 した30

項目5段階尺度 (1,全 く感 じなかった～5,非 常

に感した)を 用いた。

不安テス トはスキー ・バツジテス ト当日の朝食

時 (スキー ・バツジテス ト当日の朝食時は以後朝

食時と記述)と 昼食後すなわちスキー ・バツジテ

ス ト直前 (スキー ・バツジテス ト直前は以後テス

ト直前と記述)の 2回調査 し,態 度等に関する質

問と徴候テス トはスキー ・バツジテス ト終了後に

1回 調査を行なった。

態度等に関する質問は初期においては24項 目

であったが,調 査後の間き取 り調査で質問に意味

の曖味なものが指摘され,そ れらの3項 目は集計

では削除した。また質問項目によって尺度に違い

があるので度数は3尺 度 (但し、尺度 1は ポジテ

ィブ、尺度 3は ネガテイプの方向にまとめた)で

集計 した。次に態度項目と不安テス ト,徴 候テス

トの関わりをみるため,態 度項目の尺度の度数を

集計 し,そ の尺度での不安テス トの平均値と標準

偏差値を求め,尺 度間で平均値の差の検定をした。

不安テス トの統計処理は,そ れぞれの項目の平

均値と標準偏差値を算出し,朝 食時とテス ト直前

の同一項目でt検 定を試みた。またテス ト直前の

データ27項目を主因子解による因子分析をし,さ

らに直交回転を行い5因子が抽出できた。そ して

朝食時とテス ト直前の同一因子間でt検 定を試み

た。さらに態度等に関する質問と不安テス トとの

関連をみるため不安テス ト項目の数値を同一方向

に並び替え,因 子毎の総計を算出し,そ れを因子

の構成項目数で除したものを用いた。また各因子

の総得点の算出にあたって,緊 張や不安の程度が

強い者,自 信のない者,リ ラックスしてない者,

すなわち一般的にネガティブと評価されるものに

高得点を与えるようにした。さらに態度等と不安

テス ト (テス ト直前)の 関連をみるため質問項目

間で相関値を求め分析 した。

また合否の結果から不安テス ト (テス ト直前)

項目の平均値を算出し合否による平均値の差の検

定を試みた。検定受験者の合格率は,3級 検定で

は39名全員が合格 (100%),2級 検定では37中14

名が合格 (37.8%),1級 検定では10名中2名が

合格 (20%)で あつた。

結果と考察

(1)被験者の実態と因子分析について

表 1は スキー ・バツジテス トに対する態度等の

質問項目と度数を示したものである。この態度項

目のあがりの程度や自信の程度の度数をを見る限

りでは、今回の被験者はあが りの程度が少なく、

自信の程度が高いように伺える。例えばあがりの

程度や自信の程度の項目を自動車教習所検定時
22)

と比較 してみると,あ がりの程度や自信の程度に

大きな開きがみられる。すなわち今回のスキー ・

バッジテス トの方があがりの程度が少なく自信の

程度が高いと言える。また表 2は 不安テス トをス

キー ・バツジテス トと自動車教習所のデータと比

較 したものであるが,27項 目中19項目で0。1%水

準,2項 目で1%水 準,2項 目で5%水 準で有意な差

がみられ,今 回のスキー 。バツジテス トは自動車
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坂入 保世ほか

検定時に比べ明らかに状態不安が低いといえる。

これらの結果については、被験者の構成 (年齢、

男女の比率)、 合否の確率の相違、種目の相違な

ど考えられるが今回のデータからはなにが起因し

ているかは解らかにすることはできない。

表 3は 因子分析の結果であり、第一因子は 「不

安」、第二因子は 「リラックス」、第三因子は

「自信」、第四因子は 「身体的緊張 1」 、第五因

子は 「身体的緊張 2」 の5因 子を抽出できた。橋

本等
20)ゃ

坂入等
18)の

先行研究では4因 子の抽出

であったが、今回の分析では緊張因子が分離され

5因 子が抽出された。よって先行研究と比較 して

類似 した傾向であると思われる。

(2)状態不安の推移について

図1-1は不安テス トの朝食時とテス ト直前の平

均値の差の検定結果である。27項目の中で2項目,

すなわち 「気持ちのゆとり」で10%水準,「 精神

的リラックス」で10%水準の差がみられただけで

あり,全 体をみた場合はほとんど変化がなかった。

また図1-2は状態不安因子による朝食時とテス ト

直前の平均値の差の検定結果であるが,い ずれの

因子でも有意な差が認められなかった。

先行研究
23)では状態不安は試合に近づ くほど

不安が高まり自信がなくなるとの報告がされてい

るが,今 回の調査ではその傾向がみられなかった。

そればかりか今回の調査では,自 信やリラックス

の項目で朝食時に比ベテス ト直前の方が自信の程

度が高 く、リラックスしている傾向がみられた。

これは5因子による比較でも第二因子のリラック

ス,第 三因子の自信で,テ ス ト直前にリラックス

**p〈 0.01

表2 CSAI-2項 目におけるスキーテスト直前と自動車仮検定前の平均値の差の検定

スキー検定前 教習所 スキー検定前一教習所

項目名 平均 標準偏差 人数 平均 標準偏差 人数 検定

1検 定への気がか り 2.482 0.820 3。173 0。780 185 6.627 ***

2あ がり 1。824 0。785 2。541 0。851 185 6。562 ***

3気 持ちのゆとり 2。412 0。898 1.627 0.663 185 8。011 ***

4自 信のなさ 2。400 0。923 2。151 0。749 185 2.344

5イ ライラ 1。318 0。578 1。800 0。784 185 5。051 ***

6精 神的心地よさ 1。894 0。826 1。427 0.638 185 5。053 ***

7プ レイヘの気がか り 2。612 0。813 2.892 0.969 185 2.307

8身 体の緊張 1。753 0.667 2。611 0。870 185 8。038 ***

9自 信 1。553 0。804 1.968 0。704 185 4。282 ***

0敗 北に対する気がかり 2。282 1。058 2。805 0。961 185 4。006 ***

11胃 の緊張 1.224 0。540 1.886 0。932 185 6。073 ***

12安 心した気分 1.906 0。863 1。541 0。720 185 3.614 ***

13 ミスに対する気がかり 2。600 0。948 2.697 0。978 185 0。761

14身 体的 リラックス 2。118 0。926 1.600 0。691 185 5。097 *ネ*

5心 の準備 2.212 0。768 2。568 0。899 185 3。148 **

16下 手なプレーヘの気がか り 2.506 0.990 2。497 0。913 185 0.073

17心 臓の鼓動 1.435 0。541 2.405 0。971 185 8。584 ***

18上 手なプレーヘの 自信 1。541 0。678 1。881 0。710 185 3。693 ***

19目 標達成への不安 2。424 0。899 2。622 0.946 185 1。616

2 0胃 のムカつき 1。153 0。497 1.649 0.919 185 4。655 ***

21精 神的 リラックス 2.271 0。925 1。719 0.790 185 5.027 ***

22他 者への気がか り 1.376 0。767 1。822 0。927 185 3。854 ***

23手 の汗ばみ 1。247 0。649 1.903 0。933 185 5.842 ***

24目 標達成への自信 1.576 0。709 1。843 0。793 185 2.645 **

25精 神的集中への不安 2。082 0。985 2.157 0。988 185 0。578

26身 体のかたさ le447 0。677 2。108 0。900 185 6。010 ***

27勝 利への自信 1。518 0.696 2。049 0。846 185 5。035 ***

-26-

(*pく 0.05 ***p〈 0.001)



や自信が増す傾向がみられた。著者等
24)も

生理

的指標として心拍数の測定をしてきたが,試 合直

前になると心拍数が増加 し緊張が高まる事を指摘

してきた。よって試合やテス ト直前などでは当然

不安が高まるとの予測をしていたが,今 回の分析

結果は我々の予測と異なる結果であった。今回の

スキー検定では朝食時 (検定約 5時 間前と昼食時

(検定約 30分 前 )と の比較であり、朝起きた時

は少々の不安があったが午前中の練習で検定に対

して一時的にゆとりが現れたとも考えられる。ま

た前述 したように今回は被験者の状態不安の値が

低かったことも一つの要因と考えられる。

表3 スキー ・バ。ソジテスト受験者,テ スト直前

千葉体育学研究 ,20,23-32(1995)

(3)態度等と状態不安との関連について

図2は態度等の項目と状態不安因子との関連を

示 したのである。すなわち態度等の各項目の尺度

の両端グループ (ポジティブとネガティブ)を 不

安テス ト (テス ト直前)の 各因子の平均値を算出

し,平 均値の差の検定を行ったものである。この

中から特に差がみられた数項目をあげると 「自信

の程度」で 「不安因子」に0。1%水 準 「リラック

ス因子」 「自信因子」に1%水 準,「 ミスの程度」

で 「不安因子」 「リラックス因子」 「自信因子」

に1%水 準 ,「 楽 しさ」で 「不安因子」にO。1%

「リラックス因子」5%水 準,「 あが りへの気掛

(CSAI-2の回転後の因子負荷量)

測 定 項 目 Fl F2 F3 F4 F5 h2

不

安

7

16

1

13

25

10

4

19

2

プレーヘの気がかり
下手なプレーヘの気がかり
試合への気がかり
ミスに対する気がかり
精神的集中への不安
敗北に対する気がかり
自信のなさ
目標達成への不安
あがり

0.8013

0.7687

0.7406

0。7370

0.7159

0.6927

0.6491

0.6239

0.5263

1273

1187

2619

0360

0 605

3222

0 543

2 098

4884

-0。1390
-0.1746

-0.0088

-0。3012
-0。2163
-0.0419

-0.4177

-0.0907

0.0632

-0。2230
-0,0688

0.0752
-0。1617
-0.0390

-0.1436

-0.0468

-0。1892
-0。2340

0446

2214

0659

1427

0828

3397

0272

2458

0412

0。7293

0.6893

0.6271

0.6817

0.5714

0。7214

0.6016

0.5377

0.5765

り
１
フ

ツ
カ
ン

ス

気持ちのゆとり
精神的リラックス
身体的リラックス
安心した気分
精神的ここちよさ
身体の緊張

0912

0341

1809

3647

2834

5061

0.8652

0.7914

0。7727

0.6253

0.5626
-0.5198

0.1188

0。2368

0.3079

0.3070

0.3449
-0.0595

1136

2066

1252

0389

0587

3981

0403

0165

0389

1895

2353

0229

0.7856

0,7264

0。7418

0.6557

0.5746

0。6888

自

信

24

18

27

9

15

目標達成への自信
上手なプレーヘの自信
勝利への自信
自信
心の準備

-0.1756

-0.2170

-0。2085
-0,0852

-0。1124

0.2371

0.3464

0。2392

0.0257

0。3067

0。7899

0.7738

0.6636

0.6630

0.3883

0958

0736

0134

0110

2542

0.0372
-0.1032

-0.0960

-0.1309

-0。2491

0。7216

0。7818

0.5504

0.4647

0。3842

身
体
的
緊
張

１

2 0

1 1

2 2

2 6

胃のムカっき
胃の緊張
他者への気がかり
身体のかたさ

0 . 0 9 5 3

0.0082

0。2995

0。3057

-0.0190

- 0。1572
-0 . 0 0 7 1

- 0。1280

-0 . 1 2 7 4

- 0 . 0 4 7 2

0 . 1 9 2 4
- 0 . 1 2 7 0

8 5 2 5

8 1 4 7

7 3 0 5

3 3 8 9

0 1 2 7

0 5 3 3

0 5 4 1

2 9 3 5

7 5 2 7

6 9 3 6

6 6 3 4

3 2 7 0

身
体
的
緊
張
２

23

5

17

手の汗ばみ
イライラ
心臓の鼓動

0791

1185

2352

1527

3822

2112

-0。1603
-0。0329
-0.0859

1010

1370

0859

7789

5320

2548

6712

4631

2135

固 有 値 5.3260 4。0264 3.1507 2.5909 1。5023 16.5962
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1.試合への気がか り

2.あがり

3.気持ちのゆとり

4.自信のなさ

5.イライラ

6.精神的ここちよさ

7.プレーヘの気がかり

8.身体の緊張

9。自信

10.敗北に対する気がかり

11.胃の緊張

12.安心 した気分

13.ミスに対する気がかり

14.身体的 リラックス

15。心の準備

坂入 保世 ほか

1-1 状態不安 27項 目の比較

ポジテ ィブ← →ネガテ ィブ

1.5       3

16.下手なプレーヘの気がか り

17.心臓の鼓動

18。上手なプレーヘの自信

19.目標達成への不安

“

。胃のムカつき

21.精神的 リラックス

2.他 者への気がかり

8。手の汗ばみ

Z.目 標達成への自信

あ .精神的集中への不安

る。身体のかたさ

27.勝利への自信

l-2 状態不安 5因 子の比較

ポジテ ィブ← →ネガテ ィブ
1.5       3

Fl 不安因子

F2 リラックス因子

F3 自信因子

F4 身体的緊張因子1

F5 身体的緊張因子2

図 1.テ ス ト当日の朝食時とテス ト直前時の状態不安(CSAl-2)

の5因 子及び27項 目の得点平均値の比較
-28-

かり」で 「不安因子」 「リラックス因

子」 「身体的緊張因子1」に0。1%水

準 「自信因子」 「身体的緊張因子2」

に1%水 準 ,「 合格へのプレシャー」

で 「不安因子」 「身体的緊張因子2」

に0。 1%水 準  「リラックス因子 」

「身体的緊張因子1」に1%水 準,「 羞

恥心の程度」で 「不安因子」0。1%

「リラックス因子」 「身体的緊張因子

1」に1%水 準 「身体的緊張因子2」5

%水 準,「 状況判断の程度」で 「リラ

ックス因子」 「自信因子」に0。1%水

準等である。上記の態度項目 (状況判

断の項目を除く)で は特に不安因子に

有為な差がみられた、すなわち、自信

の程度,楽 しみ、あがりへの気掛かり,

合格へのプレシャー,羞 昴いいの程度項

目等で 「不安因子」にポジテイブとネ

ガティプで大きな差がみられた。この

ことは態度に与える影響は、状態不安

の中でも 「不安因子」が 「リラックス

因子」 「自信因子」 「緊張因子」に比

べおおきいと推測される。逆にまった

く差がみられなかった項目は 「試技ペ

ース」 「睡眠の程度」 「食欲の程度」

「闘争心の程度」であつた。

スキー ・バッジテス トにおける態度

等と不安テス ト (テス ト直前)の 項目

間の相関値は表4の 通りである。項目

間で5%以 下の有意な相関が多 くみら

れた項目を挙げると 「あがりへの気掛

かり」がもっとも多い。その次は 「あ

がりの程度」 「自信の程度」 「合格ヘ

のプレッシャー」 「羞耳いいの程度」等

があげられる。逆に相関値が低かつた

項目は 「試技ベース」 「あがった時期」

「睡眠の程度」 「食欲の程度」 「闘争

心の程度」等であつた。すなわち自信

の程度,あ がりへの気掛かり,合 格ヘ

のプレシャー,羞 耳bいの程度等で予期



千葉体育学研究 ,20,23-32(1995)

l。あがりの程度

4.練習との比較

…し

5.楽しさ

10。食欲

13.羞恥心

:l踏

 

…

9.睡眠

H。合lhへの,°レ,ハ‐

日不安| 、  二 [:ittt、

‖。最後までirl張れた F5澤張2 11      lL聞 志があった

17。合格の意欲があった 18。いつもの気持でできた

20.集中力があった 21.状況判断ができた

図 2.テ ス ト当 日の態度か らみた状態不安 因子の得点平均値 の比1交 (態度項 目のNo.1.～21)
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不安などマイナス指向が不安をつのらせる一因に

なっていると思われる。

(4)合否からみた状態不安について

次にスキー 0バ ッジテス トの合否からみた不安

テス トとの関連についてである。我々は合否によ

ってプレッシャーに差がみられると推論 し,被 験

者全員の合格者と不合格者および1・2級者だけの

合格者と不合格者の分析を試みた。不安テス トの

分析はテス ト直前のデータを分析することにした。

まず被験者全員の合格者と不合格者では,「 プレ

ーヘの気掛かり」と,「 勝利(合格)への自信」の

2項 目で5%水 準で有意な差がみられただけで他

の項目には差がみられなかった。また不安テス ト

の5因子における差の検定でもすべての因子で有

意な差はみられなかった。また1,2級 者だけの合

否による差の検定では 「自信」の項目に5%水 準

で有意な差がみられたが,こ のことだけでは合格

者が自信が高かったと判断するのは早計と考える。

今回のスキーバッジテス トにおける合格者と不合

格者間に状態不安には差が無かったと考えた方が

妥当である。

結論

本研究は, “あが り"を 引き起こす要因を探

ろうとするものであり、スキー ・バッジテス トを

緊張場面に設定 し、態度等と状態不安との関連を

分析 してきた。その結果次の点が指摘できる。

1)スキー ・バッジテス ト日の状態不安の推移は,

朝食時とテス ト直前で変化がみられず,先 行研究

と異なった結果であった。

2)態度等と状態不安との関連では,「あが リヘ

の気掛かりがある者」 「合格へのプレッシャーが

ある者」 「羞昴レいが強い者」等に状態不安が高い

傾向がみられた。
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